
大会参加者に挨拶する尾辻日本遺族会会長
（２月５日：自由民主会館８階ホール）
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安
倍
内
閣
は
一
月
二
十
九
日
㈫
に
臨
時
閣
議
を
開
き
、
平
成
二
十
五
年
度
政
府
予
算

案
を
決
定
し
た
。
遺
族
処
遇
関
係
で
は
、
最
重
点
事
項
で
あ
っ
た
「
戦
没
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
」
及
び
「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
が
継
続
し

て
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
そ
の
他
の
遺
族
会
要
望
事
項
も
概
ね
要
望
ど
お
り
計

上
さ
れ
た
。

妻･

父
母
へ
の
特
別
給
付
金
が
継
続

遺
族
会
要
望
事
項
は
概
ね
計
上
さ
れ
る

　

平
成
二
十
五
年
度
政
府
予

算
案
の
編
成
は
、
昨
年
十
二

月
の
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙

の
実
施
、
そ
し
て
民
主
党
か

ら
自
民
党
へ
の
政
権
交
代
に

よ
り
越
年
と
な
っ
て
い
た

が
、
政
府
・
自
民
党
は
一
月

七
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
度

補
正
予
算
案
と
平
行
し
て
平

成
二
十
五
年
度
政
府
予
算
案

の
編
成
に
着
手
し
、
一
月
二

十
九
日
の
臨
時
閣
議
に
お
い

て
決
定
し
た
。

　

戦
没
者
遺
族
の
処
遇
改
善

項
目
で
は
、
最
重
要
項
目
で

あ
っ
た
「
戦
没
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
」
が
十

年
償
還
の
二
百
万
円
、「
戦
没

者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
が
五
年
償
還
の
百

万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
継
続
さ
れ

た
。
ま
た
、
公
務
扶
助
料
・

遺
族
年
金
等
は
据
え
置
か

れ
、遺
骨
帰
還
・
巡
拝
事
業
、

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
、
昭
和
館
の
運
営
費
も

遺
族
会
の
要
望
に
沿
っ
て
計

上
さ
れ
た
。

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
最
重

点
事
項
で
あ
る
「
妻
・
父
母

特
給
」
な
ど
、
遺
族
会
要
望

事
項
が
政
府
予
算
案
に
完
全

計
上
さ
れ
る
よ
う
、
尾
辻
秀

久
会
長
、
水
落
敏
栄
顧
問
ら

が
連
日
、
厚
生
労
働
大
臣
、

自
民
党
幹
事
長
、
総
務
・
政

調
会
長
、
遺
家
族
議
員
協
議

会
会
長
ら
に
要
請
す
る
と
共

に
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て

も
地
元
選
出
の
自
民
党
所
属

国
会
議
員
に
陳
情
を
行
っ
て

き
た
。

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
遺
家

族
議
員
協
議
会
を
は
じ
め
と

す
る
自
民
党
国
会
議
員
の
諸

先
生
方
に
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。

　

平
成
二
十
五
年
度
政
府
予

算
案
に
計
上
さ
れ
た
戦
没
者

遺
族
処
遇
改
善
項
目
は
別
掲

（
三
頁
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

大
会
は
午
前
十
時
、
畔
上

和
男
専
務
理
事
の
司
会
で
開

会
。
森
田
次
夫
副
会
長
が
開

会
を
宣
し
、
国
歌
斉
唱
に
続

い
て
靖
國
神
社
の
杜
に
鎮
ま

る
御
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

は
じ
め
に
挨
拶
に
立
っ
た

尾
辻
秀
久
会
長
は
、「
昨
年
末

の
総
選
挙
で
自
由
民
主
党
が

政
権
政
党
に
復
帰
で
き
た
の

は
、
全
国
ご
遺
族
皆
様
方
の

ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た

例
年
、
本
大
会
は
予
算
陳
情

の
大
会
と
な
り
ま
す
が
、
自

民
党
の
諸
先
生
方
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
既
に
新
年
度
予
算

案
は
決
定
し
て
お
り
ま
す
の

　
日
本
遺
族
会
は
二
月
五
日
㈫
、
自
由
民
主
会
館
（
自
民
党
本
部
）
八
階
ホ
ー
ル
に
全

国
遺
族
代
表
の
参
集
を
求
め
、
第
六
十
九
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開
催
し
た
。

　
大
会
に
は
遺
族
代
表
四
百
二
十
人
（
岡
山
県
は
岸
本
会
長
ら
十
二
人
が
参
加
）
の
ほ

か
、
高
村
副
総
裁
、
新
藤
総
務
大
臣
、
田
村
厚
生
労
働
大
臣
、
ま
た
伊
吹
遺
家
族
議
員

協
議
会
会
長
ら
自
民
党
か
ら
三
百
余
の
国
会
議
員
、
総
務
・
厚
労
各
省
の
局
長
等
が
出

席
し
た
。 第

69
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

自
民
党
本
部
に
遺
族
代
表
四
百
二
十
人
参
集

平成25年度
政 府 予 算

で
、
今
回
の
大
会
は
遺
族
会

始
ま
っ
て
以
来
の
お
礼
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
遺
族
処

遇
改
善
で
は
、
本
会
の
最
重

点
課
題
で
あ
り
ま
し
た
『
戦

没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
』
が
二
百
万
円
の
十

年
償
還
、『
身
寄
り
の
な
い
戦

没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特

別
給
付
金
』
が
百
万
円
の
五

年
償
還
と
、
そ
れ
ぞ
れ
継
続

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
遺
家
族
議
員
協
議
会
を
は

じ
め
自
民
党
所
属
の
国
会
議

員
諸
先
生
方
、
そ
し
て
全
国

遺
族
会
の
皆
様
方
の
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
ま
す
」
と
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
高

村
正
彦
自
民
党
副
総
裁
は
、

「
日
本
遺
族
会
の
皆
様
方
と

手
を
携
え
て
、歴
史
と
伝
統
、

先
人
の
知
恵
と
教
え
を
尊
ぶ

平
和
な
日
本
を
つ
く
る
た

め
、
今
後
と
も
力
を
尽
く
し

ま
す
」
と
挨
拶
。
次
に
、
野

田
聖
子
総
務
会
長
、
高
市
早

苗
政
調
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
長

（
遺
家
族
議
員
協
議
会
会
長
）

が
、「
今
回
の
選
挙
で
自
民
党

も
若
い
先
生
が
増
え
た
。
国

に
対
し
て
義
務
を
果
た
し
た

方
々
に
、
国
が
ど
う
応
え
る

か
は
国
家
の
在
り
方
そ
の
も

の
に
係
る
こ
と
で
す
。
若
い

先
生
に
は
遺
族
会
を
大
切
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

　

閣
議
終
了
後
に
大
会
に
駆

け
つ
け
た
新
藤
義
孝
総
務
大

臣
、
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大

臣
が
挨
拶
に
立
っ
た
。
田
村

大
臣
は
「
今
回
の
妻
・
父
母

へ
の
特
別
給
付
金
が
継
続
し

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

今
後
共
、
ご
遺
族
の
思
い
を

大
切
に
し
て
厚
生
労
働
行
政

に
邁
進
す
る
」
と
力
強
い
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

次
い
で
、
公
務
ご
多
忙
の

中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た

自
民
党
所
属
衆
参
国
会
議
員

を
紹
介
し
、
会
場
は
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

　

そ
し
て
、古
賀
誠
顧
問（
前

会
長
）
の
挨
拶
に
続
い
て
、

水
落
敏
栄
顧
問
の
発
声
で
万

歳
を
三
唱
、
増
矢
稔
副
会
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
大
会

を
終
了
し
た
。



安倍総理に要請書を提出する森田副会長遺族代表に靖國神社参拝の思いを語る安倍総理
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二
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
終
了

後
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

遺
族
会
（
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
）

の
代
表
三
十
三
名
（
岡
山
県

か
ら
岸
本
会
長
、
近
常
・
秀

平
両
副
会
長
）
が
、
日
本
遺

族
会
の
森
田
・
増
矢
両
副
会

長
ら
役
職
員
と
共
に
総
理
官

邸
に
赴
き
、
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
に
「
靖
國
神
社
へ

の
参
拝
」
を
要
請
し
た
。

　

森
田
副
会
長
が
「
先
の
衆

議
院
選
挙
で
日
本
遺
族
政
治

連
盟
は
、『
総
理
の
靖
國
神
社

参
拝
を
積
極
的
に
支
持
し
ま

す
』
と
確
約
し
た
候
補
を
支

援
し
、
当
選
さ
れ
た
自
民
党

議
員
が
八
十
一
％
い
る
。
ま

た
、
新
聞
の
世
論
調
査
に
よ

れ
ば
、『
総
理
は
靖
國
神
社
に

参
拝
す
べ
き
』
と
の
回
答
が

五
十
％
近
く
あ
る
。
是
非
、

外
国
の
干
渉
に
屈
せ
ず
、
国

の
代
表
と
し
て
堂
々
と
靖
國

神
社
に
参
拝
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
要
請
し
た
。

　

要
請
に
対
し
安
倍
総
理

は
、「
戦
没
者
ご
遺
族
の
心
情

は
痛
い
ほ
ど
わ
か
り
ま
す
。

皆
様
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
て
参
り
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

安
倍
総
理
へ
の
陳
情
は
、

昨
年
十
月
一
日
に
岡
山
市
内

で
開
催
し
た
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
で
提
案

さ
れ
た
も
の
で
、
安
倍
総
理

の
選
挙
区
で
あ
る
山
口
県
遺

族
連
盟
と
安
倍
事
務
所
の
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
実
現
の
運

び
と
な
っ
た
。

　

一
月
三
十
日
、
日
本
遺
族

会
女
性
部
長
会
が
開
催
さ

れ
、
四
月
一
日
か
ら
一
般
財

団
法
人
に
移
行
す
る
日
本
遺

族
会
の
平
成
二
十
五
年
度
活

動
方
針
・
事
業
計
画
案
並
び

に
同
予
算
案
に
つ
い
て
意
見

を
聴
取
す
る
と
共
に
、
新
法

人
移
行
に
伴
う
役
員
改
選
を

行
い
、
新
部
長
に
三
浦
妙
子

氏
（
青
森
県
）
を
選
出
し
た
。

ま
た
、
本
県
の
秀
平
良
子
女

靖
國
神
社
へ
の
参
拝
を

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
要
請
日 本 遺 族 会
第四ブロック遺族会

性
部
長
が
副
部
長
に
選
出
さ

れ
た
。

　

前
日
の
二
十
九
日
に
は
事

務
局
長
会
が
開
催
さ
れ
、
同

じ
く
新
法
人
移
行
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

　

選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の

と
お
り
。（
敬
称
略
） 

【
女
性
部
】

＊
部　

長

　

三
浦　

妙
子
（
青
森
県
）

＊
副
部
長

　

須
賀　

安
江
（
群
馬
県
）

　

秀
平　

良
子
（
岡
山
県
）

＊
相
談
役

　

長
瀬　

孝
子
（
兵
庫
県
）

　

高
瀬　

フ
ミ
（
長
崎
県
）

＊
幹　

事

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク

　

八
木　

和
子
（
北
海
道
）

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク

　

田
村
志
津
江
（
栃
木
県
）

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　

野
間　

征
子
（
大
阪
府
）

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク

　

大
賀　

正
枝
（
山
口
県
）

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク

　

百
田　

節
子
（
佐
賀
県) 

【
事
務
局
長
協
議
会
】 

＊
幹
事
長

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク

　

山
田　

周
二
（
宮
城
県
）

＊
幹　

事

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク

　

稲　
　
　

寿
（
栃
木
県
）

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　

岸　
　

信
明
（
三
重
県
）

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク

　

西
本　

昌
弘
（
高
知
県
）

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク

　

横
手　

義
治
（
熊
本
県
）

新
法
人
移
行
に
伴
い
役
員
改
選

日
本
遺
族
会
女
性
部

内
閣
総
理
大
臣
の

靖
國
神
社
へ
の
参
拝
の
お
願
い

　

安
倍
晋
三
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
第
九
十
六
代
内
閣

総
理
大
臣
ご
就
任
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
没
者
遺
族
に
係
わ
る
諸
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、

平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國
神
社
参
拝
は
、
平
成
十
八

年
八
月
以
降
途
絶
え
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
あ

り
ま
す
。
靖
國
神
社
に
は
、
か
つ
て
の
大
戦
で
国
の
安
泰
と

平
和
、
そ
し
て
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
尊
い
生
命
を
国
家
の

た
め
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
二
百
四
十
六
万
余
の
御
霊
が
祀

ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
没
者
遺
族
の
大
多
数
は
肉
親
の
死
を
看
取
る
こ
と
な

く
、
遺
骨
す
ら
受
領
し
て
い
ま
せ
ん
。
戦
没
者
は
た
と
え
肉

体
は
朽
ち
て
も
己
の
御
霊
は
靖
國
神
社
に
帰
る
こ
と
を
固

く
信
じ
て
散
華
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
族
も
御
霊
は
靖
國

　

沖
縄
慰
霊
大
行
進
は
、
戦

没
者
の
慰
霊
と
世
界
平
和
祈

願
を
目
的
に
、
沖
縄
戦
が
終

結
し
た
六
月
二
十
三
日
の

「
慰
霊
の
日
」
に
日
本
遺
族

会
と
沖
縄
県
遺
族
会
の
共
催

で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

行
進
は
沖
縄
県
糸
満
か
ら
本

島
南
端
の
「
摩
文
仁
」
ま
で

の
約
八
・
五
㎞
。

　

新
年
度
に
な
り
募
集
要
項

が
発
表
さ
れ
る
が
、例
年「
慰

霊
の
日
」
を
中
心
に
六
月
二

十
二
日
〜
二
十
四
日
の
二
泊

三
日
の
日
程
で
募
集
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望

の
方
は
県
遺
族
連
盟
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
航
空
便
の
予
約
は

参
加
者
個
人
で
す
。（「
慰
霊

の
日
」
の
関
係
上
、
航
空
便

の
予
約
は
お
早
め
に
／
参
加

経
費
の
一
部
を
県
遺
族
連
盟

で
補
助
し
ま
す
）

沖
縄
慰
霊
大
行
進

　
　
実
施
の
お
知
ら
せ
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神
社
に
必
ず
帰
っ
て
お
ら
れ
る
と
信
じ
て
今
日
ま
で
慰
霊

追
悼
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
我
々
戦
没
者
遺
族
は
、
靖
國

神
社
こ
そ
が
我
が
国
唯
一
の
戦
没
者
と
遺
族
を
繋
ぐ
追
悼

施
設
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
諸
霊
が
眠
る
靖
國
神
社
に
、
国
の
代
表
で
あ
る

内
閣
総
理
大
臣
が
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
こ
と
は
極

め
て
当
然
で
あ
り
、
自
然
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
現
に
世
界

の
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
国
家
の
た
め
に
犠
牲
と
な
ら

れ
た
戦
没
者
は
、
そ
の
国
の
責
任
に
お
い
て
手
厚
く
祀
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
で
は
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國
神

社
参
拝
は
ひ
と
え
に
総
理
の
決
断
に
左
右
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
の
総
選
挙
で
、
日
本
遺
族
政
治
連
盟
は
自
由

民
主
党
公
認
候
補
者
の
内
、「
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國
神
社

参
拝
を
積
極
的
に
支
持
し
ま
す
」
と
署
名
さ
れ
た
候
補
者
二

百
四
十
七
名
を
推
薦
し
、
二
百
三
十
八
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
自
由
民
主
党
所
属
衆
議
院
議
員
の
八
十
一
％
に

あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
去
る
一
月
二
十
九
日
付
産
経
新
聞
の

世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、「
総
理
は
靖
國
参
拝
す
ベ
き
だ
」
と

回
答
し
た
国
民
が
四
十
九
・
三
％
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
お

り
ま
す
。

　

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
国
の
指
導

者
が
靖
國
神
社
に
参
拝
す
る
の
は
当
然
だ
。
総
理
在
任
中
に

参
拝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
だ
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
。
今
度
こ
そ
所
信
を
貫
い
て
い
た
だ
き
、
ど
う
か

日
本
の
良
き
伝
能
、
文
化
に
の
っ
と
り
、
外
国
の
干
渉
な
ど

に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
国
を
代
表
し
て
、
堂
々
と
靖
國
神
社

に
参
拝
し
、
英
霊
に
尊
崇
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
二
月
五
日

財
団
法
人　

日
本
遺
族
会　

会
長　

尾　

辻　

秀　

久

内
閣
総
理
大
臣

　

安　

倍　

晋　

三　

殿

平成25年度政府予算案に計上された戦没者遺族の処遇改善項目
◎恩給法関係（総務省関係）

　1．基 本 額
　　24年度と同額（据え置き）
　2．遺族加算
　　24年度と同額（据え置き）

　＊公務扶助料
現　　　 行 平成25年４月より

基 　 本 　 額 1,814,000円 →　1,814,000円
遺 族 加 算 額 152,800円 →　 152,800円
支 　 給 　 額 1,966,800円 →　1,966,800円

（月額 163,900円） （月額 163,900円）
　＊特例扶助料

現　　　 行 平成25年４月より
基 　 本 　 額 1,420,700円 →　1,420,700円
遺 族 加 算 額 152,800円 →　 152,800円
支 　 給 　 額 1,573,500円 →　1,573,500円

（月額 131,125円） （月額 131,125円）

　3．扶養加給
　　24年度と同額の年額� 72,000円

◎遺族等援護法関係（厚生労働省関係）

　1．遺族年金等
� （右の一覧表のとおり）
　2．�戦没者等の妻及び戦没者の父母等に対する特別給

付金の継続
　支給事務費� 9,700万円
　（国債額面）
　　＊戦没者等の妻に対する特別給付金
� （10年償還）200万円
　　＊戦没者の父母等に対する特別給付金
� （５年償還）100万円
　3．戦没者慰霊事業
　①遺骨帰還等� 15億4,000万円
　　＊旧ソ連地域の慰霊事業等（身元特定経費等含）
� ２億5,600万円
　　＊平和を祈念するための硫黄島特別対策事業
� ９億6,700万円
　②遺骨帰還関連事業（15地域）� 13億 300万円

　　�フィリピン、東部ニューギニア、ビスマーク・ソロモン諸
島、パラオ、インドネシア、トラック諸島、沖縄、硫黄島、
モンゴル、ハバロフスク、沿海、イルクーツク、アムール、
ケメロボ、カザフスタン共和国

　③慰霊巡拝（12地域）� １億 700万円
　　�フィリピン、東部ニューギニア、ビスマーク・ソロモン諸

島、インドネシア、ミャンマー、モンゴル、中国、硫黄島、
ハバロフスク、沿海、アルタイ、クラスノヤルスク

　④慰霊碑の補修等（２カ所）� ４,500万円
　　（補修調査）サイパン、（補修工事）沖縄
　⑤遺骨・遺留品の伝達� 2,000万円
　⑥戦没者遺骨に係るDNA鑑定� 6,400万円
　4．戦没者遺児による慰霊友好親善事業
� ２億8,300万円
� 広域地域　14地域　792人
� 特定地域　３地域　108人

（内、民間建立慰霊碑等整理事業1,100万円）
　5．昭和館の運営費
� ４億3,100万円
　６．全国戦没者追悼式の挙行経費
� １億3,500万円

（１県あたり国費参列者50人の2,350人）

《公務扶助料等年額一覧表》

種　　　別 現在の年額 25年4月より 月　額 対象遺族
公 務 扶 助 料 1,966,800 1,966,800 163,900 軍人/少佐まで同額
特 例 扶 助 料 1,573,500 1,573,500 131,125 軍人/少将まで同額
扶 養 加 給 72,000 72,000 6,000 軍人
先順位 遺 族 年 金 1,966,800 1,966,800 163,900 軍属、一部軍人
　同　遺 族 給 与 金 同　上 同　上 同　上 準軍属
　同　特例遺族年金 1,573,500 1,573,500 131,125 軍属、一部軍人
　同　特例遺族給与金 同　上 同　上 同　上 準軍属
後順位 遺 族 年 金 72,000 72,000 6,000 軍属、一部軍人
　同　遺 族 給 与 金 同　上 同　上 同　上 準軍属
　同　特例遺族年金 56,400 56,400 4,700 軍属、一部軍人
　同　特例遺族給与金 同　上 同　上 同　上 準軍属
他に公扶受給者のある妻の年金 193,200 193,200 16,100 軍人
特 設 年 金 456,400 456,400 38,030 軍人、軍属、準軍属
特 例 特 設 年 金 335,000 335,000 27,910 同　上
対馬丸特別支出金 年1,376,760 年1,376,760 114,730 遭難学童
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横
に
、
亡
く
な
っ
た
人
の
名

前
が
書
い
て
あ
る
石
ひ
が
あ

り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
人

の
人
数
は
、
五
十
名
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
ら
辺

で
五
十
人
も
亡
く
な
っ
た
な

ん
て
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

勝
北
で
こ
の
人
数
だ
っ
た

ら
、
日
本
中
、
世
界
中
で
は

何
人
が
亡
く
な
っ
た
ん
だ
ろ

う
と
考
え
る
と
、
戦
争
が
と

て
も
こ
わ
い
も
の
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

お
父
さ
ん
（
ひ
い
お
じ
い
ち

ゃ
ん
）
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
て
二
十
五
日
目
に

戦
争
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

海
軍
で
船
に
乗
っ
て
い
て
戦

っ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
も
、
今

は
仕
事
で
日
本
に
い
な
い
の

で
、
ぼ
く
は
、
お
父

さ
ん
と
毎
日
遊
べ
な

く
て
さ
み
し
い
で
す
。

　

で
も
、
ぼ
く
は
電

話
を
し
た
ら
お
父
さ

ん
と
話
せ
る
け
ど
、

お
父
さ
ん
の
顔
も
写

真
で
し
か
知
ら
な
い

そ
う
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
五
年
二
月
行
事
表

５
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
／
国
会
陳
情
（
自
由
民
主
会
館
）

　
　
　

総
理
の
靖
國
参
拝
を
求
め
る
陳
情
（
総
理
官
邸
）

12
日　

県
連
盟
女
性
部
正
副
部
長
会
議
（
県
連
盟
事
務
所
）

20
日　

県
連
盟
女
性
部
平
成
24
年
度
研
修
会（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

　
　
　

岡
山
市
藤
田
地
区
遺
族
会
研
修
会
（
岡
山
市
内
）

21
日　

日
遺
政
都
道
府
県
本
部
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

24
日　

逢
沢
一
郎
新
春
の
集
い
（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

26
日　

日
遺
理
事
会
・
評
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
理
事
会
・
総
会
（
靖
國
会
館
）

27
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議
（
長
船
町
内
）

　
　
　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
都
道
府
県
本
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

平
成
二
十
五
年
三
月
行
事
表

５
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
靖
國
神
社
団
参
・
国
会
陳
情

（
東
京
方
面
）
二
泊

８
日　

都
窪
郡
早
島
町
遺
族
会
研
修
会
（
早
島
町
内
）

10
日　

岡
山
市
南
遺
族
連
合
会
総
会
（
吉
備
公
民
館
）

17
日　

岡
山
陸
軍
墓
地
清
掃
作
業
（
岡
山
市
津
高
・
旧
陸
軍
墓
地
）

19
日　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

22
日　

岡
山
陸
軍
墓
地
春
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
津
高･

旧
陸
軍
墓
地
）

27
日　

県
連
盟
女
性
部
会
議
（
い
さ
お
会
館
会
議
室
）

　
　
　

県
連
盟
理
事
会
・
評
議
員
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

津山市新野地区の忠魂碑と田中くん

「
忠
魂
ひ
の
お
ま
い
り
」

田
　
中
　
幹
　
人
（
戦
没
者
の
曾
孫
）

津
山
市
新
野
小
学
校
五
年
生
学
級
通
信　

フ
レ
ッ
チ
ェ
《
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
》
25　

１
月
17･
18
日
／
一
四
九･

一
五
〇
号　

◎
先
生
よ
り
︱
こ
ん
な
手
伝

い
も
あ
り
ま
し
た
。
手
伝

い
と
言
う
よ
り
も
、
こ
う

い
っ
た
事
を
伝
え
て
い
く

の
も
大
切
で
す
ね
。
夏
休

み
の
作
文
で
す
。

◆
作
文
よ
り

　

八
月
十
五
日
の
朝
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

忠
魂
ひ
に
お
参
り
を
し
に
行

き
ま
し
た
。
朝
、
ラ
ジ
オ
体

そ
う
を
し
て
か
ら
行
き
ま
し

た
。

　

車
か
ら
お
り
た
ら
、
ぼ
く

た
ち
以
外
に
も
う
二
人
来
て

い
て
、
火
炎
放
射
器
の
よ
う

な
物
で
、
生
え
て
い
る
草
を

焼
い
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
大
き
な
ハ
サ
ミ

で
、
木
の
枝
を
切
り
落
と
す

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
、
竹
ぼ
う
き
で

落
ち
葉
を
は
い
て
集
め
て
い

ま
し
た
。後
か
ら
来
た
人
も
、

集
め
た
落
ち
葉
を
ち
り
と
り

で
と
っ
て
捨
て
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
毎
年
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
忠
魂

ひ
を
そ
う
じ
に
来
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
八

月
十
五
日
に
こ
こ
に
来
て
そ

う
じ
を
す
る
の
か
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

「
忠
魂
ひ
は
、
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
人
を
ま
つ
っ
て
い
る

所
じ
ゃ
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
つ
っ
て
あ
る
所
の

は
、
お
父
さ
ん
に
だ
っ
こ
し

て
も
ら
っ
た
り
、
い
た
ず
ら

を
し
て
し
か
ら
れ
た
り
し
た

事
が
な
か
っ
た
ん
だ
な
と
考

え
る
と
、
ぼ
く
よ
り
も
っ
と

も
っ
と
さ
み
し
い
気
持
ち
な

ん
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
す
。

※
続
き
は
、
次
号
。

◆
昨
日
の
作
文
の
続
き
で
す
。

　

い
つ
も
明
る
く
て
、
元
気

で
、
や
さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
だ
け
ど
、
つ
ら
い
事
が
あ

っ
た
ら
、
ど
う
し
て
い
た
ん

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
親

が
死
ん
で
、
会
い
た
い
時
に

会
え
な
い
な
ん
て
、
と
て
も

さ
み
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
毎
年
が
ん
ば
っ
て
そ
う

じ
を
し
て
、
忠
魂
ひ
で
よ
く

お
が
ん
で
、
ぼ
く
た
ち
家
族

が
会
え
な
く
な
っ
て
、
さ
み

し
く
な
ら
な
い
よ
う
に
願
っ

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
そ
の
願

い
が
ず
っ
と
か
な
え
続
け
ら

れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
じ
を
し
た
後
、
車
の

中
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

「
昔
は
、
い
も
を
食
べ
た
り
、

ひ
え
を
食
べ
た
り
、
麦
を
食

べ
て
い
た
り
し
て
い
た
け

ど
、
あ
ん
ま
り
お
な
か
が
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
た
事
は
な
か

っ
た
な
あ
。」
と
、
何
か
を
思

い
出
し
た
よ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
達
の
今
の
生
活
は
、

食
べ
る
物
も
着
る
物
も
遊
ぶ

物
も
十
分
に
あ
っ
て
、
何
に

も
困
り
ま
せ
ん
。

　

ぼ
く
と
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
お

や
つ
の
取
り
合
い
で
よ
く
兄

弟
ゲ
ン
カ
を
す
る
け
ど
、
目

の
前
に
爆
だ
ん
が
落
ち
て
家

族
が
い
っ
ぺ
ん
に
死
ん
だ

ら
、
ぼ
く
は
ど
う
す
る
の
だ

ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
、
ニ
ュ
ー
ス
で
、
竹
島

の
問
題
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

一
度
戦
争
が
あ
っ
た
ら
、
戦

争
が
終
わ
っ
て
六
十
七
年
も

た
っ
た
今
で
も
、
解
決
で
き

な
い
問
題
が
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
る
ん
だ
な
あ
と
、
ぼ
く

は
悲
し
く
な
り
ま
す
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
ぼ
く
た

ち
だ
け
ど
、
戦
争
だ
け
は
絶

対
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
事
は
、よ
く
わ
か
り
ま
す
。

戦
争
が
お
き
な
い
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
よ

く
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
戦
争
を
お
こ
さ
な

い
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
六
年
生
に
な
っ

て
も
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
忠
魂
ひ
に
参
っ

て
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人

に
、「
今
の
平
和
を
あ
り
が
と

う
。」
と
言
い
続
け
た
い
で

す
。

　

い
つ
か
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

亡
く
な
っ
て
、
ぼ
く
に
も
子

ど
も
が
で
き
た
ら
、
子
ど
も

と
い
っ
し
ょ
に
、
忠
魂
ひ
の

そ
う
じ
と
お
参
り
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

◎
先
生
よ
り
︱
こ
う
い
っ
た

こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
て

い
く
の
も
大
切
で
す
ね
。

我
が
家
は
、
か
な
り
反
省

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

（
泣
）

大
義
に
生
き
ん
と
覚
悟
致
し
て
居
り
ま
す

陸
軍
少
佐　

橋
　
詰
　
良
　
直
　
　
　
　

昭
和
二
十
年
二
月
月
二
十
四
日　
　
　
　
　
　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
イ
ロ
ッ
プ
に
て
戦
死　

新
潟
県
中
頸
城
郡
板
倉
村
出
身　

二
十
五
歳　

皇
紀
二
六
〇
四
年
の
新
春
を
迎
へ
、
謹
み
て
新
年
を
賀

し
奉
り
ま
す
。
御
両
親
様
に
は
、
愈
々
御
壮
健
に
て
お

暮
ら
し
の
こ
と
と
推
察
致
し
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

当
方
面
戦
況
益
々
緊
迫
を
告
げ
、
元
旦
と
雖
も
全
て
を

忘
れ
て
新
年
を
祝
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
頭
は
常
に
戦

場
に
馳
せ
て
居
り
ま
す
。

敵
情
急
速
に
変
化
を
来
し
、
今
や
敵
を
至
近
の
距
離
に

迎
撃
せ
ん
と
し
て
居
り
ま
す
。
或
は
こ
れ
に
て
最
後
と

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
犬
死
は
せ
ん
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

目
下
、
某
要
職
に
就
い
て
居
り
ま
す
。
部
下
も
或
は
沢

山
戦
死
を
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
部
下
の
み
を
殺
し
は

致
し
ま
せ
ん
。

〇
〇
と
運
命
を
倶
に
し
、
身
命
の
存
す
る
限
り
一
意
宿

敵
撃
滅
に
邁
進
致
し
ま
す
。

幼
に
し
て
父
母
の
膝
下
を
離
れ
、
何
等
孝
養
を
尽
し
得

ざ
り
し
は
甚
だ
残
念
に
且
、
心
残
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
大
義
に
生
き
ん
と
覚
悟
致
し
て
居
り
ま
す
。

兄
さ
ん
弟
に
は
宜
敷
く
お
伝
へ
下
さ
い
。
近
所
の
皆
様

に
宜
敷
く
。

猶
、
私
戦
死
の
時
は
伊
藤
様
に
の
み
お
伝
へ
下
さ
い
。

こ
こ
に
最
後
の
お
便
り
を
な
し
、
お
別
れ
致
し
ま
す
。

敬
具

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
五
年
二
月 
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】


